
 

 

 

 

 

 

 

              

まくとぅーそーけーなんくるないさー                                                            

 

 
  

４月 25 日から２泊３日で沖
おき

縄
なわ

 

修学旅行を実施
じっし

しました。 

コロナ禍
か

が続き、実施
じっし

できなか 

った修学旅行を昨年度
さくねんど

より沖縄に 

行
ゆ

き先
さき

を変更
へんこう

し、２回
かい

目
め

となり 
 

ました。 

修学旅行実行
じっこう

委員会
いいんかい

を中心に今 

まで作
つく

り上げてきた計画
けいかく

や事前学 

習を生
い

かし、スローガン「まくと 
 

ぅーそーけーなんくるないさー」 

のもと、感動に満ち、思い出深
ぶか

い 
 

ものになったと感じています。 

 

 学校教育目標  
 

学校教育目標の「自ら挨拶
あいさつ

」「自ら判断
はんだん

」「自ら行動
こうどう

」、そして、「人とのつながりを大切にする思
おも

いや 

りある西本中生」を意識しながら、東村での民泊
みんぱく

では現地の人との出会いや文化に触
ふ

れ、素晴らしい体 

験になったと思います。また、「沖縄」の歴史
れきし

や貴重
きちょう

な文化
ぶんか

遺産
いさん

、横浜とは違
ちが

う豊
ゆた

かな自然に触
ふ

れ、特 

に平和の 尊
とうと

さを後世
こうせい

にも残さなければならないと実感
じっかん

し、ＳＤＧｓ
ｴ ｽ ﾃ ﾞ ｨ ｰ ｼ ﾞ ｰ ｽ ﾞ

について多くを学
まな

んだことでしょ 
 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

第２号 令和５年５月２６日 

 
 

校長 廣渕 徹志 

東 村（民泊）  「花と水とパイン」の東村 
： 東村は「やんばる（山原）」と呼ばれる沖縄本島北部、東海岸に位置する縦に 

細長い村。 
 

やんばるの森には国の天然記念物に指定されている「ノグチゲラ」をはじめ、独自に進化した多

種多様な動植物が生息し、ユネスコの世界遺産候補地となっている。 

ひめゆりの塔 
： 沖縄戦末期に沖縄陸軍病院第三外科が置かれた壕の跡に立つ慰霊碑。当時、 

第三外科壕に学徒隊として従軍していたひめゆり学徒隊にちなんでいる。 
 

― ひめゆり平和祈念資料館 ―  
 

命の尊さ、戦争の悲惨さを教えてくれる資料館 
沖縄戦に看護要員として動員されたひめゆり学徒隊の戦争体験を伝えるために、ひめゆり同窓会が

設立し、1989 年に開館した資料館である。 

沖縄戦で亡くなったひめゆり学徒 227 名の遺影や遺品、生存者の証言映像や手記が展示されている。

また、ひめゆりの塔のそばのガマ（伊原第三外科壕）の実物大模型があり内部を見ることができる。 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%A6%E5%BE%92%E9%9A%8A


 

三年学年主任 出村綾乃 
 

４月 25 日から 27 日にかけて、西本郷中学校としては２回目の沖縄 

修学旅行が実施されました。 

 

＜１日目＞ 

「はいさーい」。学校を出発するバスの中、挨拶はすでに沖縄の「し 

まくとぅば」、羽田空港までの道のりはあっと言う間でした。最新鋭の飛行機「タヌキ」が離陸すると、

大きな歓声がおこり、機長さんからは「西本郷中学校の生徒のみなさん、ようこそ」というアナウンスも

流れ、特別なフライトとなりました。横 

浜の気温より 10度程度高い那覇空港の天気は晴れ、早速バスに乗り昼食会場の恩納村に向かいます。お

昼は沖縄ソバとジューシー（沖縄の炊き込みご飯）をいただきました。目の前にはコバルトブルーの海が

広がる絶景を眺めながらの昼食に、みな満足しているようでした。バスはさらに１時間ほど北上を続け、

東村に到着しました。沖縄県内からも初日の出を見にたくさんの人がやってくる、東村の福地川海浜公

園で記念撮影をしたあとは、お世話になる民泊の方との対面式が行われました。いよいよ民泊体験のは

じまりです。 
 

＜２日目＞ 

東村の民泊先は多くの方が農家で、日本一の生産を誇るパイナップルや、かぼちゃの生産が盛んです。

実際に畑に入り、土をいじっての農業体験や、サーターアンダギーなどを作る沖縄の食文化体験、中国か

らやってきた三弦（さんげん）が琉球風に変化してできた三線（さんしん）を奏でる伝統文化体験などを

はじめ、沖縄ならではの体験を楽しみました。各家庭の玄関先にある「シーサー」をはじめて見て、感動

する生徒もいたようです。 

 昼には体験を終えたグループが東村の巨大な体育館に次から次へと集まってきました。なかには、民

泊先の人に愛称で呼んでもらっている生徒がいたりするなど、短いながら密度の濃い体験ができたよう

です。２年時の戸狩に続いて、東村にも新たな「ふるさと」ができた瞬間となりました。名残惜しい別れ

のあとは、SDGｓ「持続可能な開発目標」のゴールごとに分かれた体験へと出発です。 

★ 11 番「住み続けられる地域」コース ： 地域の歴史をどのように保存し、大切にするかを「恩 

納村博物館」の学芸員の方に紹介していただき、その後 

はフィールドワークで学習。 

★ 14 番「海の豊かさを守ろう」コース ： 

GODAC（沖縄海洋環境情報センター）を訪問し、マ 

イクロプラスティック問題について考え、実際に海岸 

でどのような漂着ゴミがあるかを実証。 
 

 ★ 15 番「陸の豊かさも守ろう」コース ： 

さとうきび収穫と黒糖づくり体験。 

 

★ 17 番「パートナーシップで目標を達成し 

よう」のコース 

沖縄独特の「共同売店」や、リゾート地恩納村のオーバーツーリズム 

問題の解決をめざした「万座毛周辺活性化施設」の見学。 

 

それぞれの学習班が事前学習で立てた問いをもとに、現地で得た情報を整 

理し、事後学習で成果をポスターセッションとして発表する予定です。 

最新 AIRBASS  A350 

いざ沖縄へ！ 



  

さて、夜は宿泊先から徒歩５分の夕食会場で「エイサ 

ー、カチャーシー体験」です。まずはプロの方の迫力あ 

る演舞を見学。エイサーは沖縄県外での「盆踊り」にあ 

たるそうですが、太鼓をたたきながら「イヤーサッサー」 

「ハーイヤー」の掛け声で全力で動きまわる様子は私 

達の想定する「盆踊り」の概念をはるかに上回るもので 

した。模範演舞のあとは、体験です。数名の有志が舞台 

上にあがり、「バーランクー」と呼ばれる小型太鼓をも 

ち、プロに混じりエイサー体験をしたり、観客席では全員が立ち上がり「カチャーシー」体験をしたりな

ど、一生忘れることのない思い出となりました。 
 

＜３日目＞ 

 修学旅行最終日は、「ひめゆり平和祈念資料館」の見学からスタートしました。戦争前、本来の学校生

活を送っていた頃の写真が多数展示されている明るい部屋から、実物大の壕の模型がある部屋へと突入

すると、一気に戦争の実相が近づいてきます。歴史を知っている私達からすると目をそむけたくなる事

実がつきつけられるのですが、ひめゆり学徒隊の一人ひとりが送った人生を記した資料を食い入るよう

に見る生徒たちは、戦争の恐ろしさ、命の尊さ、平和の大切さを再認識したようでした。校長先生が結団

式や解団式で、繰り返しお話くださった、「持続可能な社会」の土台となる「平和」についても、改めて

深く考える良い機会となりました。 

 ひめゆりの見学が終わると、修学旅行学習の部は終了。昼はみなが待ちに待った国際通りでの班別自

主行動となりました。「奇跡の１マイル」と言われ、沖縄の戦後復興を象徴する約６００もの商店が集ま

る国際通り。グループで事前に調査したお店でお昼を食べ、残った時間でお土産を買い、沖縄の思い出を

締めくくりました。 

 帰りの飛行機でも、機長さんからの搭乗アナウンスがあったり、マナーの良さをチーフパーサーの方

から褒めていただいたりなどしながら無事、横浜に戻ってくることができました。 

 実行委員さんを中心に全員で考えたスローガン「まくとぅーそーけー、なんくるないさー」。自然教室

を終えた昨年夏より事前準備をはじめました。司書の高橋さんに選んでいただいた、沖縄についての物

語を読むことを入り口に、社会の時間を使って「持続可能な沖縄」を実現するための課題を考え、道徳の

時間には沖縄戦の司令官だった牛島さんのお孫さんにあたる牛島貞光さんの講演を聞き、戦争と平和に

ついて考えるなど、修学旅行に向け十分な学習を行い、準備万端の状態で横浜を出発しました。沖縄で

は、一人ひとりが貴重な体験をし、「持続可能な社会」に向け、平和についても考えた、充実した３日間

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 組 １ 組 

３ 組 ４ 組 

＜ 東村のビーチでのクラス写真 ＞ 



 

＜ 修学旅行を終えて  修学旅行実行委員長：矢野壮真くん（３年３組） ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

１．開港記念日    ６月 ２日（金） 
 

２．２年自然教室（長野県飯山市戸狩） 

６月 ５日（月）～７日（水） 
※ ６月８日（木） ２年生 午前：健康観察 ４・５校時：登校 

 

３．１年ＳＮＳ安全教室（県警少年相談保護センター来校） 

 ６月１５日（木） ６校時 
 

４．３年進路説明会  ６月１６日（金） ６校時 
 

５．１学期期末テスト ６月２１日（水） 英語・理科・社会 

             ２２日（木） 国語・数学・保体 
 

６．生徒総会     ６月３０日（金） 
 

７．地区懇談会    ６月３０日（金） 本校体育館  
 

 

  

 今年度の修学旅行は、４月実施ということで、今まであまり話したことのないクラスメイトがいた

りしましたが、２泊３日の沖縄修学旅行で全員が楽しく活動し終えることができました。無事にみん

なが横浜に帰って来られた点だけでも大成功だったとも言えると思います。 

 僕たちは、中学校に入学したときから総合的な学習で、ＳＤＧｓを含めた様々な学習に取り組んで

きました。特に２年生の３学期からは、本格的に修学旅行に向けた沖縄についての自然や風土、歴史、

戦争等、ＳＤＧｓを意識した事前学習に力を入れ、準備を行いました。 

１日目の「民泊体験」では、東村の方々にお世話になり、民泊先の方や班の仲間との交流を深める

ことができ、自然や人の温かさを感じ、僕たちに元気を与えてくれました。 

２日目には東村での体験学習後、SDGｓ体験の４コース（11、14、15、17 番）に分かれ、現地でい

ろいろな情報を得ることができ、事後学習に活かす体験を行いました。また、夕食会場の「風月楼」

では、”エイサー カチャーシー“という伝統踊りの迫力を視覚、聴覚、触覚で感じ、最後はみんなで

体験し、楽しく終えることができました。 

３日目には「ひめゆりの塔」「ひめゆり平和祈念資料館」を見学し、命の尊さ、戦争の悲惨さを学び、

いかに平和が大切か実感しました。最後は国際通りで班別自主行動を行い、みんなで協力し、より仲

間とのナイスな思い出を作ることができました。 

この３日間の修学旅行での出会いや感動は、中学校最大の思い出として心に留め、また、仲間との

「協力」を今後の残り少ない中学校生活に生かし、存分に楽しんでいきたいと思います。 

 

 

 ５月１５日付けの保護者通知でもお知らせしましたが、西本郷中学校の地域学校協働本部と

して、放課後学習会などの活動の他に「アートプロジェクト」を再開することになりました。 

絵を描くのが好きな人、描いてみたい人、ちょっと新しいことをやってみたい人を対象に、

メンバー募集を行っています。 
 

＜ 参加申込書 〆切 ＞   ５月３０日（火）  担任に提出  
 

＜ 説明会  アート体験 ＞ ５月３１日（水） 

 １５：００～１６：００ ふれあいルーム 
 

＜ 活動日 ＞  毎月第2・第4火曜日 放課後 ６月より  ※ 変更あり 

お 知 ら せ ＜ 進路関係 ＞ 
 

全公立展 
 ６月 1７日（土） パシフィコ横浜 
 

全私学展 
７月１７日（月：海の日） 

パシフィコ横浜 
 

公私合同説明・相談会 
８月２日（水）～１８日（金） 

        各 会 場 
 

※ 詳細は神奈川県教育委員会ＨＰ

後日！ 

 

令和５年度 第４４回卒業証書授与式 ３月１２日（火）決定！ 

※ ホームページにも掲載 


